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臨時理事会議事録 

公益社団法人国民健康保険中央会 

 

１ 開催日時 

令和３年３月２９日（月）９時３０分～１０時０８分 

 

２ 開催場所 

テレビ会議により開催 

 

３ 理事会の議事の経過の要領及びその結果 

（１）出席者の音声と映像が即時に他の出席者に伝わり、適時的確な

意見表明が互いにできることを確認した。 

（２）理事総数２１名のうち１３名の出席があったため、理事会は有

効に開催された。  

（３）本会定款第 42 条の規定に基づき、会長が議長となって議事を開

始した。 

（４）会長から会長挨拶があった。 

〇 本日の臨時理事会は、今月 18 日の定期理事会にて説明した、厚

生労働省、支払基金及び国保中央会の三者連名での「審査支払の在

り方に関する改革の工程表」について承認をいただきたいという

ことが 1 点。 
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〇 2 点目は、オンライン資格確認等システムの本格運用の開始時期

について進展があったので、報告させていただきたい。 

〇 以上 2 点について、この後の定期総会において議案として付議

したいと考えている。議事進行のご協力をお願いしたい。 

（５）議案及びその審議状況は次のとおりであった。 

 ① 議案 

・議案第１０号 「審査支払機能の在り方に関する改革工程表」の 

策定・公表について 

 ② 審議状況 

議案第１０号：議案第１０号について事務局から提案説明があ

った。 

これを受け地方選出理事から、「この検討会の報告書の

最後に、「審査支払機能の不断の見直しを行うべきであ

る」というふうに締めくくられているが、2024 年 4 月か

ら共同利用機能の共同開発を構築していく。そして、

2026 年 4 月からスタートするというような計画というこ

とで理解したので、よろしくお願いしたい。 

次に、この 2026 年の後、審査支払機関の統合問題が具     

体的に出てくる可能性が高いのではないかと思ってい

る。連合会、中央会にとっても存続の問題にも関わる大

きな問題だと思うので、その辺の議論をこれから理事会
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等で進めていっていただければと思う。考え方として

は、支払基金と国保との成り立ちはだいぶ違うと思う。

審査支払と、それから予防・健康づくりが 2つのテーマ

で大きく国保連合会は動いており、重要な課題が山積し

ている。これらを含めて、組織の統合や組織の強化等も

含め、議論をしていただきたい。 

  次に地方選出理事から、「資料の工程表（案）の 3ペー

ジの、中段の事務点検・審査の一番下のところに、「支払

基金と国保連の審査委員の併任を順次実施」と記述され

ているが、このように書かれると、必ずこのようになる

と捉えられないか心配している。報告書（案）の 10 ペー

ジ、②の 3つ目の○、「さらには」というところにその記

述がある。ここでは、最終的に、「進め方の詳細を 2021

年度中に検討する」となっており、2021 年度に、これに

ついて検討していくという方向が出されているかと思う

が、最初の 3ページのところでは順次実施と既定路線の

ごとく書かれているので、時間的あるいは物理的に実際

に可能なのかどうか、さらなる議論が必要かと思うの

で、考え方というのを説明していただきたい。」と発言が

あった。 

  これを受け事務局から、「ご指摘の点については、報告
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書（案）の 10 ページにあるように、「併任を順次実施す

べきである」とあるが、最後のほうに、「対象の審査委員

の考え方やそのタイミングなど、進め方の詳細を 2021 年

度中に検討する」ということで書かれている。 

審査委員の先生方、支払基金と連合会の審査のスケジ 

ュールは、同じタイミングでやっているので、なかなか一

緒にやることが難しい点など、両機関、厚労省も承知はし

ている。 

一方で、小数の専門家しかいないような診療科など、な

かなか審査委員を確保しづらいということで併任といった

こともあるのではないかという議論もあるので、よく議論

をしながら進めていくというスタンスである。順次実施と

いうことであるが、報告書に書いているように、よく考え

ながら検討していくというスタンスであるのでご理解いた

だきたい。」と回答があった。 

また、会長から、「その点については、私からも、いろ

いろな課題があるので、2021 年度中にそれぞれ具体的に

検討しましょうということは、再度、申し上げたいと思

う。」と発言があった。 

その後、採決した結果、全員異議なく提案のとおり可決

された。 
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（６） 議案審議の後、次の事項について報告があった。 

・オンライン資格確認等システムの本格運用の開始時期について 

 

４ 出席した理事及び監事の氏名 

（１）理事 

   岡﨑 誠也（会長） 

   原  勝則（理事長） 

   中野 透（常務理事） 

   齋藤 俊哉（常勤理事） 

   石子 彭培（北海道国保連合会） 

      篠﨑 直樹（栃木県国保連合会） 

   椛澤 康幸（群馬県国保連合会） 

   土田 保浩（埼玉県国保連合会） 

   高橋  豊（新潟県国保連合会） 

   鳥井 隆男（三重県国保連合会） 

   大矢 敬子（島根県国保連合会） 

   森田 成之（愛媛県国保連合会） 

   久木田 義朗（鹿児島県国保連合会） 
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（２）監事 

   黒澤 正明（常勤監事） 

 

５ 議長の氏名 

  岡﨑 誠也（会長） 

 

 

 この議事録が正確であることを証するため、記名押印する。 

 

       代表理事（会長）  岡﨑 誠也 

 

       代表理事（理事長） 原  勝則 

 

       監事        黒澤 正明 


